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ご注意

保証について

HP 製品とサービスに関する単独の保証は、かかる製品とサービスに付属す 

る保証ステートメントに明示的に定められています。ここに記載された情

報は追加の保証をなすものではありません。HP ではここに記載されている 

技術的、または編集上の不正確さや脱漏については責任を負いません。

ここに記載されている情報は予告なく変更されることがあります。

権利制限について

機密性のあるコンピュータソフトウェアです。これらを所有、使用、また

は複製するには、HP からの有効なライセンスが必要です。FAR 12.211 お   

よび 12.212 に従って、商用コンピュータ ソフトウェア、コンピュータ ソ    

フトウェアのドキュメント、および商用アイテムの技術データは、HP の 

標準商用ライセンス条件に基づいて米国政府にライセンスされています。

著作権について

© Copyright 2008 Hewlett-Packard Development Company, L.P.

米国で印刷
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クイック スタート インストールの方法 
NNM iSPI for Performance を初めてインストールするか、8.0.1 か     

ら 8.1 にアップグレードする前に、以下の手順に従ってください。

1 製品メディア (DVD-ROM または電子式ダウンロード ) で、  

トップレベルまたはルート ディレクトリに移動します。

2 以下のファイルを開いて、インストールガイドをお読みください。

install-guide_ja.pdf

3 以下のファイルを開いて、リリース ノート をお読みください。

releasenotes_ja.html

4 以下のファイルを開いて、サポート マトリックスをお読みく 

ださい。

supportmatrix_ja.html

5 これらのドキュメントを参照して、iSPI をインストールして 

ください。

重要 : 上記の最新版のドキュメントは、以下から入手してくださ 

い。 http://20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals

インストール後に、オンライン ヘルプで iSPI 拡張パッケージの詳   

細、各パッケージのレポートをお読みください。
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サポート

次の HP ソフトウェア サポート Web サイトを参照してください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport

HP ソフトウェア オンライン サポートでは、対話形式の技術サ   

ポート ツールに手早くアクセスできます。お客様は、サポート サ  

イトで以下の機能を利用できます。

• 関心のあるドキュメントの検索

• サポートケースおよび拡張リクエストの送信および追跡

• ソフトウェアパッチのダウンロード 
• HP サポート契約の管理

• 利用可能なサービス情報の確認

• ソフトウェアを利用している他のユーザーとの情報交換

• ソフトウェアトレーニング情報の検索および参加登録

大部分のサポートには、HP Passport へのユーザー登録とログイン  

が必要です。また、サポート 契約が必要な場合もあります。

アクセスレベルに関する詳細は、次の URL で確認してください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport/new_access_levels

HP Passport ID のご登録は、次の URL で行ってください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport/passport-registration
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